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ノニルフェノールエトキシレートについて 

１．ノニルフェノールエトキシレートの水環境中での挙動について 

（１）分解過程について 

水環境中で検出されるノニルフェノールは、ノニルフェノールが環境中に排出されたも

のと、ノニルフェノールエトキシレート(NPnEO)として排出されたものが、分解過程を経
て副生成したものとがある。 
ノニルフェノールエトキシレートのアルキル基は分岐型であることから、微生物分解

を受けにくく、生分解はエトキシ基の側から進行する。 
環境中に放出された NPnEOは、好気性の環境条件下において、微生物の作用等によっ
て段階的にエトキシ基が外れ、ノニルフェノールジエトキシレート(NP2EO)やノニルフェ
ノールモノエトキシレート(NP1EO)が生成する。 
ノニルフェノールジエトキシレート(NP2EO)やノニルフェノールモノエトキシレート

(NP1EO)は、これまでの知見からは、嫌気的な状況が生じる環境下で、ノニルフェノー
ルに分解されるものと考えられる。 

 

 

（ノニルフェノールモノエトキシ酢酸） 

（ノニルフェノキシ酢酸） 

図１ ノニルフェノールエトキシレートの生物学的分解経路(Talmage 1994)［産総研,2004］ 
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 (参考)ノニルフェノールエトキシレートからノニルフェノールへの分解に係る知見 

○岡安ら（2005）は、NPnEOを実験規模の連続式活性汚泥処理実験装置を用いノニルフェノー
ルエトキシレートからノニルフェノールへの生分解性を調査。NP2EOや NP1EOからの NPの
生成は十分な好気条件でもなく、完全な嫌気条件でもない、微量の溶存酸素が存在する（微

好気）条件、もしくは、微好気と嫌気が繰り返される条件、または微好気条件の中に部分的

に嫌気が存在する条件で生じるとしている。 

○鈴木ら（2004）は、下水の活性汚泥系での室内実験を実施。濃縮汚泥を用いた嫌気消化実験
装置（滞留時間約 28日、35℃）に NP1EOを投入した結果、約 40%が NPに変換し消化汚泥
中に存在。NP1EOの代わりに NP1EC（ノニルフェノキシ酢酸）と NP2EC（ノニルフェノー
ルモノエトキシ酢酸）を投入したところ、NP1ECはほぼ全量が NPに変換し汚泥中に存在し
たのに対して、NP2ECは 20日程度まで NPへの変換が認められなかった。 

 

（２）分解性について 

ノニルフェノール及びその前駆物質の水中分解性については、水温や媒体により異なる

が、ノニルフェノールとノニルフェノールエトキシレートの分解性については、おおむね

同程度と考えられる。 

表１ ノニルフェノール関連物質の手賀沼湖水中半減期 

対象物質 初期濃度 22℃半減期 10℃半減期 

ノニルフェノール(NP) 5µg/L １.５２日  

ノニルフェノールモノエトキシレート

(NP1EO) 
5µg/L １.１０日  １.８７日 

      出典：平成 13年度第 2回内分泌攪乱化学物質問題検討会資料５ 
       平成 15年度第 2回内分泌攪乱化学物質問題検討会資料２－３ 

 

表２ Staplesらによる生分解半減期 
対象物質 初期濃度 最適化半減期 備考 

ノニルフェノール(NP) 13,000µg/L   ８.２日 OECD301B法 
NP1.5EO NP1E:5,803µg/L

NP2E:5,216µg/L
 １８.９日 OECD301B法 

出典：Staples et al (2001) 
 
注） OECD301B法：密閉した容器中で生分解中に発生した CO2を捕捉量により定量する方法 

      水温は 22±2℃ 
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（３）ノニルフェノール及びその前駆物質の環境中濃度について 

環境省では、平成 15年度（2003年度）と平成 16年度（2004年度）に行った内分泌関
連のモニタリング調査において、ノニルフェノール（NP）、ノニルフェノールエトキシ
レート（NPnEO鎖長 1～15）を調べている。 

NP濃度が比較的高い（0.6µg/L以上）地点での測定結果について、NPと NPnEOの検出
濃度の状況をみると公共用水域へ排出される前の排水処理の状況によりエチレンオキシ

ド基(EO)数毎の検出の分布状況が異なっている。 
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①下水処理場排水など長鎖の NPnEO の分解

が進んでいる排水が主と考えられる地点 

EO 数の小さい NPnEO が高い割合で検出。

＊直上流に下水処理施設の放流口 
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②同一河川の上流と下流の比較  

また、上流と下流で調査が行われている地点を

比較すると上流でのNPnEOの減少分が下流のNP

濃度の上昇分にはなっていない。 

＊流下速度の遅い都市河川の各地点 
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③長鎖の NPnEO を含む排水が主と考えられる地点 

ノニルフェノールエトキシレートの分解はあま

り進んでいない。 

＊河川下流地点（海域との合流付近） 

図２ ノニルフェノールおよびノニルフェノールエトキシレートの検出値 
（「平成 15,16 年度内分泌攪乱化学物質における環境実態調査結果(水環境)について」より作成） 

 



 

 

 

２．ノニルフェノールエトキシレートの水生生物に対する毒性について 

NPはNPEOに比べて毒性が高いことが知られている（Gigere et.al., 1984; Ahe1 et.al.,1994;
磯部・高田,1998[帰山・池田,2002より]）。ノニルフェノールとノニルフェノールエトキ
シレートの毒性値を比較するため、以下の評価書等から、エチレンオキシド基(EO)数ご
とのノニルフェノールエトキシレートの毒性試験が行われているメダカの毒性値につい

て整理した（表３）。 
限られたデータではあるが、ノニルフェノールエトキシレートの毒性は、ノニルフェノ

ールの毒性よりも小さいと考えられる。 

・ 本検討会でノニルフェノールの水質目標値導出に用いた毒性値 
・ 「化学物質の環境リスク評価第 7巻 ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル」 

 

表３ ノニルフェノールとノニルフェノールエトキシレートの毒性値 

単位：µg/L 4d-LC50 
物

質 EO数 メダカ 
(Oryzias latipes) 

N
P 220 

N
PnEO

 

1 3,000 

2 2,500 
5 3,600 

6.4 5,400 
8.4 11,600 
8.9 11,200 

13.1 48,000 
16.6 110,000 

 
凡例）太字：本検討会でノニルフェノールの水質目標値導出に用いた毒性値 
   無印：化学物質の環境リスク評価で信頼性が確認された値 
 

３ ノニルフェノールエトキシレートの取扱いについて（案） 

ノニルフェノールエトキシレートは、ノニルフェノールと比べ毒性が小さく、また、ノ

ニルフェノールとノニルフェノールエトキシレートの水中分解性はほぼ同程度であるこ

とから、ノニルフェノールの環境基準等の評価に当たって、ノニルフェノールエトキシレ

ートを加算する必要はないと考えられる。 
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